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2014 年度(平成 26 年度)事業報告書 
 
Ⅰ  事 業 期 間 

  2014 年(平成 26 年) 4 月 1 日 ～ 2015 年(平成 27 年) 3 月 31 日 
 

Ⅱ  事 業 の 成 果 
水･土壌汚染対策研究会および日本建築学会近畿支部のセミナーに参画すると共

に、年 2 回の出前授業を実施した。 
中学生および高校生に地下水・地表水の挙動に対する知識を普及すると共に、一

般市民に対しても同じ趣旨のプレゼン・セミナーを行うことにより、科学技術の

振興を図る活動を行った。 
また、土壌汚染関連の事業活動を推進した。 
 

Ⅲ  事 業 の 実 施 状 況 
 １  特定非営利活動に係る事業 
 

(１) 出前授業 
【内  容】地震と液状化 
【実施場所】奈良市立富雄中学校 
【実施日時】2014 年(平成 26 年)12 月 5 日(月) 
【事業の対象者】生徒 23 名 (1 年 11 名 ・2 年 12 名 ) 
【収  入】0 円 
【支  出】0 円 
 

(２) 出前授業 
【内  容】奈良北高校第 1 学年特別授業 地震発生の仕組みから考える 
【実施場所】奈良県立奈良北高校 
【実施日時】2015 年(平成 27 年)1 月 13 日(火) 
【事業の対象者】奈良北高校第 1 学年理数科クラス 
【収  入】0 円 
【支  出】0 円 
 

（３）各種情報提供サービスに関する事業 
【内  容】広報活動(会報、ホームページ) 
【実施日時】通年 
【事業の対象者】会員、一般市民 
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【収  入】なし 
【支  出】30,000 円 
 

(４) 研究会参加(おおさかＡＴＣグリーンエコプラザ主催) 
【内  容】水・土壌汚染研究部会 
【実施場所】おおさかＡＴＣグリーンエコプラザ内ビオトーププラザ 
【実施日時】通年  
【収  入】なし 
【支  出】年会費 12,000 円 
 

(５）セミナー事業 
【内  容】都市域の地下水コントロールセンター構想 
【実施場所】日本建築学会 近畿支部 基礎構造部会 
【実施日時】2014 年(平成 26 年)10 月 24 日(金) 
【収  入】0 円 
【支  出】0 円 

 
 （６）コンサルタント事業 

【内  容】土壌汚染対策アドバイス 
【実施日時】通年  
【収  入】345,600 円 
【支  出】240,000 円 

 
 
Ⅳ  社 員 総 会 の 開 催 状 況 
 （１）  名  称：平成 26 年度通常総会 
       日  時：2014 年(平成 25 年)4 月 19 日(土) 11:30 ～ 12:20 
              場  所：大阪駅前第 2 ビル大阪市立大学文化交流センター 
       出席者数：16 名（委任状出席者 8 名） 
              議案内容：第１号議案  2013 年度(平成 25 年度)事業報告 
                  平成 25 年度の実施してきた事業活動を報告し、全

員異議なくこれを承認し、本案は可決された。 
            第２号議案 2013 年度(平成 25 年度)の財産目録、貸借対照表、

収支計算書報告 
                  2013 年度(平成 25 年度)財産目録、貸借対照表、収

支計算書報告を示し説明した上で承認された。 
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            第３号議案 2014 年度(平成 26 年度)事業計画 
                  2014年度(平成26年度)の事業計画について報告し、

その内容について承認された。 
第４号議案 監事の重任および理事の重任・新任並びに理事長

の選出について 
                  任期満了による理事として中川康一、戟 忠希、

保居優加子、奥田庸雄、熊井久雄、山本勇、柴山

元彦、三田村宗樹、中島載雄、長谷川俊樹の 10 名

を重任、監事を吉田光臣を重任、多田和夫の新任

理事就任を諮り承認した。理事長は互選により、

中川康一に決定し、本人の承諾を得た。 
            第５号議案 議事録署名人の選任の件 

                   議事録署名人について、山本副理事長と中島理事

が議長より指名され、全員の承認を得た。 
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V  理 事 会 の 開 催 状 況  
（１）  名  称：理事会 

      日  時：2014 年(平成 26 年)4 月 19 日(土) 10:00 ～ 11:30 
      場  所：大阪駅前第 2 ビル大阪市立大学文化交流センター 
      出席者数：9 名(委任状出席者 3 名含む) 
      議案内容：第１号議案  理事長選定の件 
                  定款第 14 条の規定に基づき、理事長として中川康

一を選定し、被選定者は就任を承諾した。 
           第２号議案  ジオ・カーニバルの参加について 
                  今年度のジオ・カーニバル参加の案を全員に諮り、

全員異議なくこれを承認し、本案は可決された。 
           第３号議案  出前講座の開催について 
                  出前講座についての内容説明があり、全員異議な

くこれを承認し、本案は可決された。 
           第４号議案  住吉大社活動について 

住吉大社のホタル案件について、現状と今後の事

業活動の説明があり、計画案は承認・可決された。 
第５号議案  浅層地下水検討会について 

                  浅層地下水利用の具体化について説明があり、全

員異議なくこれを承認し、本案は可決された。 
第 6 号議案  理事の増員について 

                  多田和夫会員の理事推薦について、全員の承認が

得られた。 
第 7 号議案  事務費用について 

                  事務処理担当者の費用定額化について、全員の承

認が得られた。 
第 8 号議案  議事録署名人の選任の件について 

                   議事録署名人について、中川理事長と山本副理

事長が議長より指名され、全員の承認を得た。 
 

（Ⅱ）  名  称：理事会 
      日  時：2014 年(平成 26 年)8 月 31 日(土) 10:00 ～ 12:45 
      場  所：大阪駅グランフロント ナレッジキャピタル 8 階 
      出席者数：8 名(委任状出席者 2 名含む) 
      議案内容：第１号議案  クラウドファンディングの利用と今後の活動 
                  本事項は将来に繋げる事業として捉え、今後の体
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制等を検討することを承諾した。 
第 1 号議案補則 プロジェクト等の緊急時の意思決定方法の検討 

                  意思決定が緊急に必要なプロジェクトは、発案者

が全責任を持つ事を前提とし、理事がメールによっ

て発議し、メールによる議論結果の採用を考慮する。 
           第 2 号議案 外部資金利用の事業契約に必要な書類の整備 
                  契約に必要な書類を整備する。 

第３号議案 個人会費と入会金の減額と減額規模の検討 
                  個人会員が入り易い金額設定とするために、個人

会費を 3 千円、入会金を 0 円に変更する。 
           第４号議案 今後の NPO の活動 
                  個人会員や賛助会員を増やすため、色々な企画を

企画する。 
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出前授業：奈良市立富雄中学校理科授業  地震と液状化  
 
日   時：  平 成 26 年 12 月 5 日 (金 )  午 後 3 時 30 分 ～ 4 時 30 分。  
場   所：  奈良 市立富 雄中学校   
講   師：  中川 康一  大阪市大名 誉教授  
受  講  者 ：  生徒   23 名 (1 年 11 名・ 2 年 12 名 )  

       教職員  4 名    
コー ディネーター    4 名    
学習 ボランティア    1 名  
実験 装置：  リク イファ くん (液状化実 験装置 )  

真空 ポンプを用い た砂の 強度増加実験 装置  
 
【授 業内容】  
授業 は、講義が 約 30 分、実験 が約 20 分で す。  
講義 はパワーポイ ントと 断層模型を用 い、以 下のように行 いまし た。  
①  地震には、身体で感 じるものと、地震計 などの機械で 感じる ものの 2

種類 がある。  
②  ア ス ペ リ テ ィ に つ い て は 、 断 層 模 型 を 使 い 、 大 き な 地 震 動 を 発 生 さ

せる ポイントがあ ること を説明しまし た。  
③  礫 ・ 砂 ・ 粘 土 を 示 し 、 地 下 の 堆 積 物 を 構 成 す る も の に つ い て 説 明 し

まし た。  
④  液 状 化 が 発 生 し 易 い 沖 積 層 と 地 下 水 位 に つ い て 説 明 し 、 地 下 水 位 を

コン トルールする ことの 大切さを話し ました 。  
 
実験 はリクイファ くん (液 状化実験装置 )を用 い、以下のよ うに行 いました。 
①  生徒を 11 名と 12 名の 2 班 に分け、全員 参加で行いま した。  
②  液状化実験 は 5 回以 上行い、様々 なパタ ーンが経験で きまし た。  
③  液状化が発生 すると 、「ワー ッ」という 歓声が上がり ました 。  
④  生 徒 に 砂 で 地 形 を 造 ら せ る と 、 山 や く ぼ 地 を 造 り ま し た 。 液 状 化 が

発生 すると山が崩 れ、くぼ地に水が 発生し 、その様子を 不思議そ うに

見て いました。  
 
【生 徒の状況】  
講義 は、やはり中 学生で すので、ちょ っと難 しかったよう です。  
実験 は液状化発生 時に歓 声があがるな ど、大 変好評でした 。  
実験 後には、「面白かった 」、「楽しかっ た」等の 感想が多く聞 かれま した。  
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出前授業：奈良北高校第 1 学年特別授業   
地震発生の仕組みから考える  

 
日   時：  平 成 27 年 1 月 13 日 (火 )  

第 2 時 限・第 4 時限・ 第 6 時限 (各 45 分 )の 3 回  
場   所：  奈良 県立奈 良北高校  理 科実験 室  
講   師：  中川  康一     補助 ：中島  祐子  
実験 装置：  リク イファ くん (液状化実 験装置 )  

真空 ポンプを用い た砂の 強度増加実験 装置  
 
【授 業内容】  
 授 業は東日本大 震災時 の動画 (約 3 分 )の視 聴後、地 震のメカニ ズムと特

徴 等 に つ い て 、 パ ワ ー ポ イ ン ト を 使 用 し な が ら 解 説 を 行 い ま し た 。 最 初

に 地 震 の 揺 れ や 津 波 の イ ン パ ク ト の あ る 映 像 を 見 せ た こ と に よ り 、 生 徒

達 は 授 業 に 興 味 を 持 っ て く れ た よ う で 、 授 業 中 に は 熱 心 に メ モ を 取 る 生

徒も 多数見られま した。  
 今 年 度 は 、 適 正 な 地 下 水 位 に コ ン ト ロ ー ル す れ ば 、 液 状 化 被 害 を 低 減

でき ることも解説 しまし た。また、当 NPO は、地下 水 (特に地下 浅部の

不 圧水 )の 有効 利用と 液状 化防 止の ための 活動 をし てい ること も説 明し ま

した 。  
 リ クイファくん を用い た液状化実験 は 2～ 3 回行いまし た。１回 目はあ

らか じめ作ってお いたジ オラマで液状 化を見 せ、2 回目以降は生 徒達に自

由 に ジ オ ラ マ を 造 っ て も ら い 、 液 状 化 を 発 生 さ せ て 状 況 を 観 察 さ せ ま し

た 。 奈 良 北 高 校 の 生 徒 達 は 丘 陵 に 囲 ま れ た 環 境 に あ る せ い か 、 実 験 を 行

った 3 クラスとも小高 い丘を作り、 液状化 で水が噴出し て丘が 平坦にな

る状 況を観察して いまし た。  
 実 験後は、中川理事長 に、「実際 の地震で もモデルのよ うに山 が液状化

によ って崩れてし まうの か」という質 問をす る生徒がいま した。  
 
【新 聞取材を受け ました 】  

第 6 時限は奈良 新聞社 の記者が取材 に訪れ 、授業後に中 川理事 長や生

徒達 に 10 分ほ どインタ ビューしてい ました。奈良 新聞の翌日（ 14 日）朝

刊の 第 2 社会面に、写真 入りで掲載さ れまし た。  
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セミナー事業：日本建築学会  近畿支部  基礎構造部会  
都市域の地下水コントロールセンター構想  

 
 
日   時：  平 成 26 年 10 月 24 日 (金 )  
場   所：  日本 建築学 会  近畿支 部  基礎構 造部会  
講   師：  中川  康一     補助 ：中島  載雄  
実験 装置：  リク イファ くん (液状化実 験装置 )  

真空 ポンプを用い た砂の 強度増加実験 装置  
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平成 26 年度「特定非営利活動に係る事業」会計収支計算書 
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会員動向  
（平 成 27 年 4 月 1 日現 在）  
正  会  員 ：  13 名  
賛助 会員：  

中央 開発  株式 会社  
株式 会社  日開 調査設計 コンサルタン ト  
株式 会社  東京 ソイルリ サーチ関西支 店  
株式 会社  田岡 化学分析 センター  
株式 会社  ルー ツ・ワン  
株式 会社  セウ テック  
 

事業実績  
事業 実績一覧表 (件 数）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
お願い  

地 盤 ・地 下 水環 境  NET では 、 趣旨 に賛 同 いた だ ける 会 員を 募 集して

おり ます。お知り 合いの 方に、是非お 知らせ ください。  
なお 、入会方法は 、下記 にお問い合わ せくだ さい。  

電話  072 -235-3555 
地盤・地下水環境 NET (jck-net.org) 
特定 非営利活動法 人  地 盤・地下水 環境  NET 

2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015
土壌汚染の意見書作成等 2 3 1 2 1 2 1
地下水解析 1 1
地質解析 1
地下水開発コンサルタント 1
ビオトープコンサルタント 1 1
その他 1 1
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